
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢 22 世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 
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2020 春🌸 

  2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

「軽いざわざわ」は風土フォーラムの活動をお伝えするための季刊紙です。 

 

 
   基本会議委員にお聞きします・・・ 

 

 

 

 

 

 第２期基本会議が終わりとなりますが、基本会議に参

加された当初のことを振り返っていただけますか。 

軽井沢青年会議所やボランティア団体での活動経

験もあり、基本会議にお声掛けいただきましたが、最

初は周りの皆さんに気後れして少し悩んでいました。   

しかし、友人に相談した際に、「あなたは自分の立場

で参加すれば良いのでは？」と背中を押してもらいま

した。この言葉のおかげで、将来を考える組織として

多様な人で取り組む必要性に気づくことができ、私な

りに頑張ろう！と決意したことを覚えています。 

基本会議に参加して感じたことはありますか。 

初めてお会いする委員の方がほとんどだったので、

２カ月に１回開催される会議の時間で距離を縮めて

いくことが難しいなと感じていました。 

交通関連プロジェクトチーム（ＰＴ）が立ち上がっ

た時に、石山座長に相談をして懇親会を開いてもらい

ました。会議の場以外でも委員の皆さんとコミュニケ

ーションを取る機会が増えたことで『横のつながり』

が深まり、自分の意見を言いやすくなり、他の委員の

方のことを理解できるようになっていきました。 

藤井委員にとって「軽井沢の魅力」はなんでしょうか。 

インバウンドの方が多く訪れることだと思います。 

人におもてなしをしたり、外国の方たちと交流する

ことが好きな私は、町内で困っている様子の外国人を

見かけると声をかけるようにしています。せっかく軽

井沢を選んで来ていただいたのに、軽井沢の良さを知

らずに帰ってしまうのではないかと考えたときに、と

ても残念な気持ちになってしまいます。 

私がホスピタリティを持って接することで、海外

の方たちに軽井沢に対してプラスの印象を持って

もらえたり、もう一度軽井沢を訪れたいと思っても

らえれば嬉しいです。 

軽井沢が様々な国の方々と交流する機会が日常

に溢れているということは、私にとって誇りです。 

風土自治の実現に向けて、藤井委員が実践していき

たいことなどをお聞かせください。 

基本会議委員の立場として、多くの人に将来の軽

井沢について関心や意識を持ってもらうように行

動していく必要があると考えています。 

交通関連ＰＴに参加してから、自主的に地域の

方々に風土フォームの存在や活動をお伝えしなが

ら、交通に関する悩みを聞くようにしました。 

今後も様々な方たちとのコミュニケーションを

大事にして、より良い未来の軽井沢について考えな

がら一緒に歩んでいければ嬉しいなと思います。 

 

 

 

発行日：令和２年３月 17日 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラムの「基本会議」は、知識経験者、公募、町職員の 15名で構

成する風土フォーラムの中心的組織です。 

今回のインタビューでは、第２期より知識経験者として基本会議に参加し、交通関連プロジ

ェクトチームのメンバーでもある藤井俊子委員にお話を伺いました。 

藤井
ふ じ い

 俊子
と し こ

委員 

町内でレストランを経営。 

『軽井沢観光ガイドの会』

などのボランティア団体や

軽井沢青年会議所シニアク

ラブに所属し、幅広く活動

している。 

趣味は、ボルダリングやゴ

ルフなどのスポーツ。 

 



 

 

 

  

 

【発地
ほ っ ち

市
いち

庭
ば

内の事務局を閉じます】 

平成 28 年より軽井沢発地
ほ っ ち

市庭
い ち ば

に設置している「軽井沢 22 世紀風土フォーラム事務局」は、令和２年３月３０日をもって 
閉じます。これまでグランドデザインなどについての様々なご意見等をお寄せいただきありがとうございました。 

■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局  

電話・FAX：0267-45-0121（令和２年３月 30 日まで） 
※3月 31日以降は軽井沢町役場総合政策課都市デザイン室 

（☎45-8185、FAX46-3165）となります。 

Ｅ メ ー ル：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

 

 

人口 2 万人の小さな町が、100 年先のあるべき姿を

思い描くことができるだろうか？そんな不安に対して

一定の考え方を提示し、絵姿で描いたのが軽井沢グラ

ンドデザインでした。平成 26 年のことです。そして

そこに盛り込まれた理想を実現に導く手立ての一つと

して設定されたのが「風土フォーラム」であり、具体

的な審議機関として「基本会議」がスタートしました。 

生まれ育った住民、別荘を持つ新住民、更に役場の

若手職員など合わせて 15 人で構成されるこの会議は、

「風土自治」という新しいコンセプトを追求して幅広

い議論を展開してきました。同時にフォーラムではあ

らゆる関係者から率直な意見を聞くため、発地市庭の

一角に職員 2 人の窓口を常設し、これまでに延べ

1,300 人余りの人々の訪問を受けました。更に独自の

ホームページを開設したり当機関紙を発行して広報・

広聴活動を続けてきました。いずれの活動も他の自治

体には例がなく、言わば軽井沢方式といううたい文句

で手探りの挑戦でした。 

基本会議のスタートから 4 年、成果の検証は早過ぎ

るかも知れませんが、住民と行政の役割り分担の在り

方や住民要求への対応の場で、グランドデザインと言

う大きな鏡にどう映っているかという姿見が自然な動

きになり、基本会議が中心となってまちづくりへの基

準となる風土自治の源流が流れ始めたのではないでし

ょうか。 

グランドデザインの生みの親である中村良夫先生か

ら３月５日の基本会議にメッセージが寄せられまし

た。その主旨は「慌てて答えを求めず、浅間山という風

土と戯れながら遺産を継承し、創造的に発展させ未来

を拓いてください。」というものでした。 

一方、風土フォーラムでは基本会議の他に具体的テ

ーマを議論するプロジェクトチームや地域計画を受け

持つエリアデザイン会議も活動していますが、それぞ

れの組織は設置目的や運営手法が異なり似て非なるも

のです。クルマに例えれば燃料、スピード、目的地もま

ちまちで走行する道路も一定ではありません。車種別

の走りをどう効率的に進めるかも新年度から始まる第

３期基本会議のポイントの一つでしょう。 

 

 

 

３月５日に開催された「第 20 回

基本会議」では、各委員より２年間

の振り返りや今後の風土フォーラ

ムに向けた提案などが発表されま

した。 

【基本会議委員からのコメント】 

・住民等の風土フォーラムの認知度

が低い。今後も周知が必要。 

・「自走」の難しさを感じた。活動の

自由度を高める仕組みが必要。 

・最新のテクノロジーを取り入れて

活動することで将来の軽井沢の歴

史・文化となる。 

・「事務局に寄せられた意見」は貴

重。参考として取り組むべき。 

・将来を見据えた政策立案のために

は、人口動態の研究が必要。 

 

今期会長を務めた鈴木幹一会長

からは、「第１期と比べて住民の風

土フォーラムへの関心が薄れてし

まったことが反省点。第３期では、

動きやすい組織づくりを進めてい

ければ。」との話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

基本会議は 4 月より第３期へと

引き継がれ、新たな委員構成で軽

井沢の将来に向けて議論していき

ます。 

 

開催 

２月 19 日に中軽井沢くつかけテ

ラス多目的室にて「気軽にトーク in

くつかけテラス」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

お越しいただいた８名の方たち

と「将来の軽井沢のために、今でき

ることは何か」をテーマに、プラス

チックなどのゴミ問題や地域コミ

ュニティの深まり、防災などの話題

に触れながらトークをしました。 

第２期最後となる第20回基本会議を開催 
 


